

























































































































































H14は、円形で弧状をした壁と丸底を呈し、直径 30 cm、深さ 20 cmの規模である。
169対のハマグリが出土した（そのうちの 6対はすでに初期の分析に利用した）。当時の
製塩工人が採集して、一時的に置いていたのだろう。ハマグリを採集した季節を分析すれ
ば、その季節が製塩作業のもっとも多忙な時節であった可能性が高いはずである。そこで
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貝殻の切片資料でその生長線を分析してみると、年齢が 2～4歳であり、死亡季節は初秋
の気温が下がる時期であることが分かった。『管子・軽重甲』に「十月始正、至于正月、
成塩三万六千鐘。……孟春既至、農事且起……北海之衆無得聚庸而煮塩。」とあるが、ハ
マグリの採集季節の分析結果は、文献に記載されている製塩作業がもっとも多忙な時節に
合致しているのである。つまり秋から冬の寒い時節に工人たちがここに泊まり込んで、作
業に従事したのであろう。
四．結論と余論
南河崖遺跡の発掘調査を通して、西周時代の製塩とその技術工程、草木灰の機能、塩竃
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西周時代の山東省南河崖製塩遺跡の考古学発見と研究
の構造と使用法、製塩の生産（生産単位、生産量、季節等）等の問題について、理解が深
まった。このほか、2010年以来、南河崖遺跡を含む小清河下流域の塩業考古学の調査を
通して、海岸線の変遷過程（製塩地域と供給地域）、集落考古学と社会考古学などの問題
についても基本的に理解することができた。しかし、盔形器の変化、生産、起源と発展の
問題などについては、考古資料や証拠が不明瞭であるために、今後の更なる考古調査をま
たねばならない。
